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① 2023年のNISAはまだ使える！

● 現行NISAと新NISAは 併存可能！

● 今年投資した分の枠は新NISAに「上乗せ」

● 2023年投資分は2027年まで非課税

つばすけ



② NISA口座があれば、新NISAは自動的に開設

● 金融機関を変えるなら手続きが必要

● 現行NISA口座を誤って「廃止」しない

● SBI証券または楽天証券がおすすめ



③ 慌ててNISAの枠を「埋める」必要はない

【現行NISA】

● 「今年の枠」は 今年限り

● 制度そのものも 時限措置

● 非課税期間は ５年限り

【新NISA】

● 「枠」は 生涯で1800万円

● 制度も 恒久措置

● 非課税期間も 生涯

慌てずコツコツ



④ 優先すべきはNISAよりiDeCo（若者/高所得）

【NISA】

● 投資利益に対する免税
（不確実な節税効果）

● 節税率 20.315%

● 全員一律

● いつでも引き出せる

【iDeCo】
● 投資額に対する免税

（確実な節税効果）

● 所得税率に応じた節税

● 所得が多いほど効果的

● 60歳以降まで引き出せない



⑤ 「成長投資枠」でも積立できる

出典：SBI証券

https://www.sbisec.co.jp/ETGate/?OutSide=on&_ControlID=WPLETmgR001Control&_DataStoreID=DSWPLETmgR001Control&getFlg=on&burl=search_nisa&cat1=nisa&cat2=growth&dir=growth&file=nisa_growth_top.html


⑥ 「クレカ積立」でポイントが貯まる

出典：株探

https://kabutan.jp/hikaku/credit_ranking-card-tsumitate/


⑦ 単元未満株もNISAで買える（しかも無料）

出典：SBI証券

https://www.sbisec.co.jp/ETGate/WPLETmgR001Control?burl=search_domestic&cat1=domestic&dir=fraction&file=domestic_fraction_01.html


⑧ NISAで米国株も買える！手数料無料！

出典：SBI証券

https://s.sbisec.co.jp/smweb/pr/gaccnt.do?page=foreign_info230922_nisa_foreignstock


⑨ 短期の株価はマジで予測できない



⑩ 専門家の意見は「あと付け講釈」



⑪ 悲観は友、楽観は敵



⑫ 今良い企業が将来も良いとは限らない

出典：VISUAL CAPITALIST

https://www.visualcapitalist.com/cp/largest-companies-from-2000-to-2022/


⑭ 目先の業績が良くても上がるとは限らない

● 株価は 半年後 を織り込む

● 重要なのは 期待と現実 のギャップ

● 「相場全体の雰囲気」が左右



⑭ 長い目で見れば株価は業績を反映する

出典：さわかみ投信

https://www.sawakami.co.jp/media/webmagazine/202105column/


⑮ 結局何もしないやつが勝つ（ことが多い）

運用会社フィデリティが、2003～2013年の顧客パフォーマンスを調査

成績の良かった人の属性

1位　亡くなっている人
2位　運用しているのを忘れている人



⑯ パフォーマンスの良いセクターは毎年入れ替わる

出典：NEXT FUNDS

https://nextfunds.jp/semi/article907.html


⑰ 「オルカン」以外に分散する必要はない

出典：三菱UFJアセットマネジメント

https://emaxis.jp/fund/253425.html


⑱ 日経平均はこの10年、ダウに負けてない

出典：Yahoo!ファイナンス

https://finance.yahoo.co.jp/quote/998407.O/chart?frm=mnthly&trm=10y&compare=%5EDJI


⑲ 長期なら、株に勝る投資対象はない

出典：Mustachian Post

https://forum.mustachianpost.com/t/stocks-vs-bonds-vs-gold/899


⑳ 株はいつでも現金化できるし、お金も借りられる

● 株式投資のメリットは「流動性」にある

● 現金が必要なときに売れば良い

● どうしても売りたくなければ、

株を担保にお金を借りられる（証券担保ローン）

現金の目安は生活費３ヶ月分


